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研究成果の概要（和文）：本研究では、南アジアを主な研究対象として、森林減退や保護区の設置によって誕生
した「周辺域」に関わる諸問題を検討した。
その結果、以下が明らかになった。（１）1990年代以降、徴税村内に設けられたコロニーが人口を吸収し、土地
に対する需要を増していった。（２）人間とゾウのコンフリクトの要因として、政府が採用するトレンチ型対策
の問題点を指摘した。（３）インドネシア、ネパール、インドにおいて、国立公園化による「周辺域」での諸問
題を確認した。住民による活動は活発であるが、地域レベルでのガバナンス構築には困難が予想される。また、
共同研究を通じて、若手研究者の育成や国際的なプロジェクトとの連携を促進できた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined issues related with "the surroundings area (SA)" 
appeared by the deforestation process and the setting of the Protected Areas (PAs) mainly in 
Southern Asia. We tried to examine, the regional history structurally, (2) problems (Human-Elephant 
Conflict (HEC) and land acquisition competition), (3) the structural possibility of regional 
governance, and (4) possibility of international study platform about PAs and SA issues.
As a result, followings became clearing; (1) after the 1990s, a colony established in an existed 
revenue village absorbed migrant population, and added to demand for the land. (2) Problems of the 
trench model measures that the government adopted as a factor of HEC. (3) In Indonesia, Nepal, 
India, issues have occurred in SA by constructing the PAs system and setting each PAs. The activity 
by inhabitants is active, but it is difficult to increase awareness regarding the need for 
governance in regional context.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 1980 年代後半、森林経営（マネジメント）
の目的は、利活用から保全へと大きく旋回
した。森林減退という「事実」と的確な保
護の「必要性」とが国際世論となって、各
国・地域における施策の枠組みを規定する
ようになった。 

(2) 1990 年代から始まった住民参加型の森林
経営（JFM）は開始から 20 年あまりを経過
し、その評価が待たれている。 

(3) 森林減退によって生じた地域（＝「周辺
域」）において、野生動物保護、土地獲得競
争などの諸問題が噴出している。特に、国
立公園など保護区（PAs）の設置によって生
じた「周辺域」における問題が深刻である。 

(4) 各種データを用いたマクロレベルの研究
と、詳細なフィールド調査に基づくミクロ
レベルの研究とが蓄積される中にあって、
中間領域に属する「地域」研究がおろそか
になっている。 

(5) フューチャー・アース（FE）をはじめと
した国際的な研究プロジェクトが立ち上が
る一方で、個別の研究プロジェクトがその
連携を果たせていない。特に、人文・社会
科学系の研究プロジェクトはそうした連携
や国際共同研究にまで発展しているものが
少ない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、南アジアを主たる研究対象地

域として、森林減退（長期）や国立公園など
保護区（PAs）の設置（中期）によって誕生
した「周辺域」における、（１）地域史的な
構造分析、（２）諸問題（野生動物保護、土
地獲得競争など）の検討を行い、（３）地域
ガバナンスの構造的可能性について検討し、
（４）保護区システムの構築と「周辺域」の
成立という国際的な研究プラットフォーム
構築の可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象地域：インド及びネパール、イ
ンドネシアの国立公園およびその周辺 

(2) 理論的枠組み：対象としての「地域」と
いう観点から、マクロ、ミクロに加えて、
メソ・スケールを設定し、諸問題のスケー
ル問題を扱った。 

(3) 集落調査：理論的枠組みに基づいて、集
落調査を実施する。一次調査では動態地誌
学的な一般調査を実施し、二次調査では介
入的インタビューを実施する。 

 
４．研究成果 
(1) 「周辺域」の成立過程と現状： 前回の
科学研究費助成事業「基盤研究（B）」（平成
22～24 年度）に引き続き、Nagarahole 国立
公園（カルナータカ州南部）を含む地域に
おいて、集落調査（約 100 ヶ村）を実施し
た。その結果、①徴税村（RV）の設定と村
落の成立にはタイムラグがある場合があり、

その事例は森林に近い地域において顕著で
あること、②1970 年代に始まった移住政策
に伴う集落の設置は、既存の徴税村の範囲
で実施されたこと（その場合、新しい居住
域はコロニーと称される場合が多いこと）、
③自然条件の悪い徴税村には無人村も多く、
そこに移住したものも多いこと、その場合、
州外からの移住者が政策誘導によって移住
したものが多いこと、④JFM 政策によって
植林された領域は徴税村内の荒蕪地が多い
こと、その管理はコロニー居住者、特に指
定部族（ST）が多いこと、などが明らかに
なった。 

(2) 人間とゾウのコンフリクト（HEC）： 
Nagarahole 国立公園周辺における HEC 問題
を検討した。トレンチを中心としたゾウ対
策は莫大な予算を使って実施されているが、
その成果は上がっていないというヒアリン
グ調査の結果を実証するため、約 70km に
渡ってゾウの通過ポイント（トレンチを通
過するポイント）を調査し、①トレンチの
深さや幅のほか、工事の施工状況によって
もポイントの密度や利用状況に違いがある
こと、②換金作物の生産などプル要因も大
きく、農作物の味を覚えてしまったゾウが
成長したことや、乾期に水飲み場を求めて
人里に出没する場合などが増えている。以
上の成果は、研究協力者であるヴィショワ
ナタが博士学位論文（マイソール大）とし
てまとめた。 

(3) インド北部・東北部調査： 北部では
Sariska 国立公園（ラジャスタン州）、東北部
では Dabaka Moudanga 保全林（Assam）、
Garbhanga 保全林（同前）、Kaziranga 国立公
園（同前）で調査を実施した。Sariska では
国立公園のルール改正及び規制区域の範囲
拡大に伴って住民運動が活発化している。
特に州政府によって開拓農民として招聘さ
れた貧困層において不満が多い。アッサム
の各事例においても、保護区（PAs）として
「充実」することが「周辺域」の住民にと
って過酷な状況を将来していることが確認
できた。 

(4) インドネシア： Gede-Pangrango 山国立
公園周辺に位置するPuncak地区の紅茶プラ
ンテーション内の森林利用の実態を調査し
た。同地区ではプランテーションの労働者
住宅があり、労働者は住宅及び食料ほかの
提供を受ける代わりに、プランテーション
への労働力の提供を行っている。多くが早
朝から昼頃までの労働になるため、若い世
代の中で、プランテーション内にある森林
の利活用に取り組むグループが出ている。
その一部は、コーヒーの生産を行っており、
ボゴール市内の NGO やカフェと連携して
高級コーヒーを生産している。国内の表彰
を受けるなど積極的なブランド展開をして
いる。また、森林内に MTB のコースを設け、
ASEAN 諸国内でも有数のコースとなって
いる。 



(5) ネパール：国立公園や保護区（PAs)にお
ける政府と住民の森林管理、PAs ではない
地域における住民の森林管理について、ネ
パール国内で比較調査を行った。地域住民
による森林管理は、主にコミュニティ・フ
ォレストという組織（Forest User Groups: 
FUGs）が担っているが、この FUGs のベー
スとなる集落の森林に対する考え方やリー
ダーシップ、ライフスタイルの変化に伴う
燃料や建材の変化によって、その取組形態
が異なっていた。さらに、2015 年のネパー
ル大地震により、土砂災害が起こったり、
集落自体の基盤が揺らいだりしている。生
活面の復興過程はもとより、森林を含む集
落の共有財産の管理体制の変化を捉える必
要性を確認したが、一方で、森林に関する
取組は後手に回っている傾向が強いことも
看取できた。 

(6) 研究者育成：本研究では、インド、イン
ドネシアにおいて、博士課程の学生や若手
研究者と、単なる研究補助者としてではな
く、独自テーマをもった研究者として協力
関係を築いてきた。これは、単に調査の便
宜上のことではなく、①インドの高等教育
機関においてフィールドワークの技法も身
につける機会が減少している現状の中で、
元々の研究協力者からの依頼であり、②今
後の共同研究を発展させていくためにも、
研究者の育成を必須と考えていたからであ
る。このうち数名は、学位論文の提出、研
究者としてのポストの獲得などの成果を上
げることができた。 

(7) 国際共同研究： 本研究では、国際学会
での報告を精力的に行ってきたが、併行し
て、国際共同研究の運営にも積極的に関わ
るようにした。平成 25 年の国際地理学連合
京都大会での合同セッションやエクスカー
ション（ロシア）の運営に関わり、その結
果、国際地理学連合の土地利用・被覆変化
研究グループ（LUCC）の運営委員となり、
土壌汚染問題などを扱う自然科学者主体の
COMLAND研究グループにも関わりをもつ
ようになった。 

(8) 今後の展望：本研究の成果として、国立
公園化に伴う「周辺域」の成立という課題
に到達することができた。国立公園化もし
くは国立公園システムの世界的展開と個別
国立公園の周辺域に関する諸問題を扱うた
めには、国際的な調査チームの構築が必須
である。 
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